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社
保
協
は
こ
の
５０
年
、
憲
法

―――‐‐‐
２５
条
を
国
民
生
活
の
中

へ
実
体
化
さ
せ
る
た
め
、

‐‐‐‐‐‐
地
道
な
活
動
を
継
続
し
て
き
た
。

Ⅲ
　
し
か
し
、
１
９
７
０
年
代
を
頂
点
と
し
、
そ
の

――‐‐‐‐‐
後
は

「
臨
調
行
革
」
路
線
、

「新
自
由
主
義
構
造

〆
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２
０
１
１
年
は
１
９
６

１
年
国
民
皆
保
険
制
度
が
ス

タ
‐
卜
し
５０
年
目
に
当
た
る
。

都
民
連

・

東
京
地
評

。

東
京
社

保

協

が
呼

び

か
け
、

‐２

月

１４

日

、

日

比

谷

公

会

堂

で
、

「
私

た

ち

の
手

で
東

艦
鸞

弩
鴫
婿

会
長
　
竹
崎

__ F轟
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民
の
築
い
に
側
人

京
を
変
え
よ
う
！
」
を
テ
ー

マ
に
都
民
の
集
い
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

「正
社
員
に
な

り
た
い
！
」
の
青
年
か
ら
、

「医
療
費
窓

口
負
担
の
大
幅

引
き
下
げ
を
」

（開
業
医
）
、

「認
可
保
育
所
を
増
や
し
て

待
機
児
の
解
消
を
」

（新
宿

子
育
て
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
）
、

「
都
営
住
宅

の
建
設
を
」

（都
生
連
）
、

「仕
事
増
や

し
て
地
域
経
済
の
活
性
化
を
」

（東
京
土
建
）
、

「住
民
サ
ー

ビ
ス
の
窓

口
、
公
務
員
を
増

や
し
て
」

（自
治
労
連
）
、

「外
環
道
路
計
画
中
止
を
」

（市
民
に
よ
る
外
環
道
路
問

題
連
絡
会

・
三
鷹
在

住
）

「築
地
市
場
移
転
計
画
の
中

止
を
」

（東
京
中
央
市
場
労

働
組
合
）
、

「介
護
保
障

の

充
栗
ご
　
Ｔ
一４
永
ム
イ
ー
）
、

「高
齢
者
を
守
る
都
政
を
」

（妻
を
介
護
す
る
夫

¨
板
橋

区
在
住
）
、

「ぜ
ん
そ
く
患

帯
し

「東
京
に
基
地
は
い
ら

な
い
」
思
い
を
深
め
ま
し
た
。

参
加
者
は
共
感

の
拍
手
。

「
石
原
都
政
ノ
ー
ー
」
は
、

橋
本

の
ぶ
よ
さ
ん
の

「明
日

を
こ
の
手
に
」
で
頂
点
に
。

新
婦
人
の
各
班
か
ら
の
タ
ペ

ス
ト
リ
ー
と
と
も
に
、

「明

日
を
こ
の
手
に
―
私
た
ち
の

手
で
東
京
を
変
え
ま
し
ょ
う
―

２
０
１
１
年
春

へ
、
東
京
都

知
事
選
挙
を
チ
ヤ
ン
ス
に
、

今
度

こ
そ
東
京
を
都
民
の
い

の
ち

・
く
ら
し

。
一雇
用
が
守

ら
れ
る
街
に

つ
く
り
変
え
ま

し
ょ
う
―
」
の
集
会
ア
ピ
ー

ル
を
確
認
し
ま
し
た
。
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東
京
社
保
協
第

４‐

回
総
会

は
、
高
木
副

会
長
が

「
１
年
前
政

権
交
代
し
た
。
期
待

し
た
が
、
結
局
自
民

党
時
代

の
政
策

に
逆

戻
り
し
た
。

『
事
業

仕
訳
』

で
ム
ダ
を
省

く
と

い
う
け
れ
ど
、

軍
事
費
な
ど
最
大

の

ム
ダ

に
は
手
を

つ
け

ず
じ
ま
い
。
情
勢
は
、

ま
す
ま
す
弱

い
者

の

目
線

で
が
ん
ば
る
社

保
協

の
出
番
と
な

っ

ｕ
〓
私
驀

て

い
る
」

と

開
会

の

あ

い
さ

つ

で
開
会

し

ま

し
た
。

竹

崎

会

長

は
午
後

の
冒
頭
に
あ

い
さ

つ
を
行

い

ま
し
た
。

中
央
社
保
協
代
表
委
員
の
吉
田
万

三
さ
ん
、
日
本
共
産
党

の
か
ち
佳
代

子
都
議
会
議
員
か
ら
連
帯
と
激
励
を

受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
神
奈
川

。
千

葉

。
山
梨

。
埼
玉
の
県
社
保
協
、
福

士
敬
子
都
議
会
議
員
か
ら
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
け
ん
せ

つ

プ
ラ
ザ
東
京
で
は
じ
め
て
の
開
催
、

２２
都
団
体

３８
人

。
２９
地
域
社
保
協

６７
人
計

１
０
９
人
は
、
団
体
、
人

数
と
も
近
年
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

前
沢
事
務
局
長
に
よ
る
１０
年
度

活
動
報
告
と
Ｈ
年
度
方
針
提
案
、

寺
川
事
務
局
次
長
か
ら
決
算
報
告

と
予
算
案
提
案
を
受
け
て
討
論
に

入
り
ま
し
た
。
は
じ
め
に
①
都
政

を
変
え
る
取
り
組
み
と

『
１２

・
‐４

集
会
』

の
参
加
訴
え
、
②
子
ど
も

の
貧
困
を
な
く
す
取
り
組
み
、
③

介
護
保
険
改
定
と
た
た
か
い
に

つ

菅
内

閣

の
も
と

で
障
害
者
自
立
支

援

の
延
命
法

は
、

さ

っ
さ
と
通
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
見
直
し
で

さ
ら
に
悪
く
、
国
保

。
介
護
保
険
も
見

直
し
で
更
な
る
改
悪

へ
、
構
造
改
革
路

一線
の
加
速
に
は
が
ゆ
い
思
い
で
す
。
い

た
い一
一一研琲
暉世
“―ては
導挽
排
瑚

東
京

の
社
会

保
障

の
後
退
を

許
さ
ず
、
拡
充

の
取
り
組
み
を

す
す
め
て
い
る

み
な
さ
ん
に
心

か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

石
原
都
政
が
誕
生
し
た
９９
年
と
０９
年

の
高
齢
者
福
祉
予
算
を
比
較
す
る
と
１

●
ナ
、
層
明
ゴ
旧
夷
ヨ
０
副
瀾
困
制
タ

崩
そ
う
と
し
て
い
る
の
も
重
大
な
問
題
一

で
す
。
そ
の
先
頭
に
大
阪
府
や
名
古
屋
一

市
が
た

つ
て
い
る
が
、
旗
振
り
役
は
石
一

原
都
知
事
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

地
域
包
括
ケ
ア
体
制
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
医
一

療
分
野
で
も
ア
メ
リ
カ
か
ら
株
式
会
社

一

な
ど
が
参
入
し
、
混
合
診
療
が
加
速
し
一

て
い
き
ま
す
。
地
域
が
主
戦
場
で
す
。

一

東
京
社
保
協
の
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ

一

せ
て
、
地
域
か
ら
し
つ
か
り
声
を
上
げ

一

て
い
き
た
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
ゝ

‐８‐
雇
円
０
金
日
２７‐
伝
欄
ａ
相
斜
偽
ロ
ワ

ほ
と
ん
ど
が
最
下
位
ク
ラ
ス
で
す
。　
　
一

一
方
で
、
羽
田
の
再
国
際
航
空
化
や

一

ハ
ブ
港
化
な
ど
を
す
す
め
、
都
民
向
け

施
策
の
予
算
は
１
兆
円
も
減
少
。
築
地

市
場
の
移
転
先
は
、
汚
染
の
実
態
が
明

ら
か
に
な

つ
て
い
る
の
に
石
原
都
知
事

は
、

「議
会
に
判
断
能
力
が
な
い
か
ら

知
事
の
権
限
で
す
す
め
る
」
と
豊
洲
移

転
の
強
行
を
主
張
、
都
民
の
食
の
安
全

を
守
る
立
場
に
立

つ
て
い
ま
せ
ん
。
４

月
の
都
知
事
選
で
、
力
を
合
わ
せ
て
住

み
や
す
い
東
京
に
す
る
た
め
、
都
知
事

裁
判
原
告
か
ら
現
状
と
訴
え
が
あ
り

ま
し
た
。
討
論
で
は
、
障
都
連
、
東

京
土
建
、
介
護
福
祉
労
、
東
京
自
治

労
連
、
東
京
公
害
患
者
と
家
族
の
会
、

み
娼
比
“
‐‐３
，
‐５
好
調
ば
‐つ
に
つ
い
い

睦
′
一呟
は
軋
量
し
‐‐ド
‐
‐
‐
‐
ヽ

い
て
、
④
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は

今
す
ぐ
廃
止
、
安
心
の
医
療
実
現
を

め
ざ
す
葛
飾
の
会

の
活
動
、
の
４
本

の
特
別
報
告
と
人
木
明
東
京
生
存
権

1こF甜4締旧油廟輛い

地

域
ガ

菌2
万 _

吊貧

轟畢

静
み

や

あ
い
か東
う 京
佳 ジミ
代 突o

垂轟 |

埒薪
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20,7年 度東京社保協役員
(敬称略・順位不同)
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高木 史雄 (東京土建)    2010年  ,月 2日 休) 於 :けんせつプ言

堀口 和男 (年金者組合都本部 )
英信 (東京 自治労連 )

福井 典子 (渋谷社保協)
前澤 淑子 (東京民医連 )
慎二 (東京土建 )、 影山

民谷 孝則 (福祉保育労東京地本 )、 和義 (立川社保協)

木村 徳秀 (東京保険医協会)、 深沢 英一 (東京歯科保険医協会)
西銘 秀実 (東京医労連 )、 金沢 輝秋 (年金者組合都本部 )
斎藤  学 (東商連 )、 杉山美恵子 (東京自治労連 )
植松 隆行 (東京国公 )、 松尾慎一郎 (東京土建 )
河内 光久 (東京民医連 )、 市橋  博 (障都連 )
酒井つる子 (新婦人都本部 )、 秦  一也 (都生連 )
坂本 光治 (都老協 )、 岸田 久恵 (都教組 )

勉 (板橋社保協)、 吉野 五郎 (葛飾社保協)
卓郎 (西東京社保協)、 入山 弘志 (西多摩社保協)、
和司 (足立社保協)、 (    )※ 南部地域の社保協より
吉明 (東京歯科保険医協会 )、 牧  英明 (全労済東京 )
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珈

警
長
　
））の
１

一禍
年
本
当＜
に

務専

力

を

合

わ

前

せ

て
が

ん

ば

つ
て
き

ま
し
た
。
私
た
ち
の
運
動
で
前

進
し
た
面
も
あ
り
ま
す
が
、
厳

し
い
状
況
は
続
い
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
仲
間
を
増
や
し
、
さ

ら
に
闘
い
を
広
げ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

０９
年

の
衆
議
院
選
挙

は
、

「構
造
改
革
」
路
線
に
厳
し
い

審
判
を
下
し
、
民
主
党
政
権

の

誕
生
と
い
う
歴
史
的
な
政
権
交

代
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
６
月

‐８
日
菅
内
閣
は

「強
い
経
済

・

強
い
財
政

。
強
い
社
会
保
障
」

と
い
う
成
長
戦
略
を
掲
げ
ま
し

た
。
こ
れ
は
財
界
に
と

つ
て
の

「強
い
社
会
保
障
」
で
社
会
保

障
分
野
の
市
場
開
放
を
す
す
め

る
も
の
で
す
。
小
泉
構
造
改
革

に
回
帰
し
た
と
い
う
か
、
さ
ら

に
悪
い
方
向
に
す
す
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
運
動
で
切
実
な
要

求
で
あ

っ
た
生
活
保
護
母
子
加

算
の
復
活
や
１８
歳
以
下
の
子
ど

も
の
い
る
家
庭

へ
の
国
保
の
短

期
保
険
証
の
交
付
な
ど
が
実
現

し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降

の
民

年
度
活
動
方
針
案
を
深
め
る

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
２
０
１
０
年
度
活

動
報
告

・
２
０
１
１
年
度
方

針
、
決
算

・
予
算
を
採
択
、

２
０
１
１
年
度
の
役
員
を
選

出
と
特
別
決
議
を
採
択
し
て
、

福
井
典
子
副
会
長
の
あ
い
さ

つ
で
閉
会
し
ま
し
た
。

主
党
政
権
の
施
策
は
国
民
の
く

ら
し
を
豊
か
に
す
る
と
い
う
視

点
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
加
え
、
東
京
都
で
は
、

国
の
構
造
改
革
路
線
を
先
取
り

し
た
石
原
都
政
の
１２
年
間
で
福

祉

。
医
療

。
介
護

・
保
育

・
障

害
者
な
ど
都
民
の
く
ら
し
を
応

援
す
る
施
策
が
次
々
に
切
り
捨

て
ら
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。
い

ま
、
都
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
く

ら
し

。
い
の
ち
が
不
安
に
さ
ら

象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
国
保

の
実
態
調
査
を

一　
　
　
長

会

〈
ム
　
司副

行
い
ま
し
た
。

ま
た

「後
期
高
齢
者
医
療
制

度
東
京
連
絡
会
」

「東
京
の
保

健

。
衛
生

。
医
療
を
守
る
連
絡

会
」

「子
ど
も
を
貧
困
と
格
差

か
ら
守
る
連
絡
会
議
」

「安
心

年
金

つ
く
ろ
う
東
京
連
絡
会
」

「介
護
を
よ
く
す
る
東
京
の
会
」

な
ど
の
事
務
局
と
し
て
運
動
を

す
す
め
て
き
ま
し
た
。

１
万
１
千
人
の

「後
期
高
齢

者
医
療
制
度
即
時
廃
止
、
安
心

。

安
全

の
医
療
を
求
め
る
４

・
３

集
会
Ｉ
Ｎ
東
京
」
は
民
主
党
国

会
議
員
や
　
「怒

っ
て
る
〈
至
　
の

笹
森
清
氏
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
届
く
な
ど
共
同
の
輪
を
広
げ
、

成
功
さ
せ
た
の
を
は
じ
め
、
子

岡本

中本寸

渡辺

事務局長

事務局次長

常任幹事

於 :けんせつ プニ

政行 (東京地評 )

会計監査
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ど
も
を
貧
困
か
ら
守
る
運
動
、

３
小
児
病
院
存
続
を
求
め
る
闘

い
な
ど
要
求
実
現

へ
の
共
同
を

大
き
く
広
げ
ま
し
た
。
子
宮
頚

が
ん
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
実
施
や

待
機
児
解
消
の
た
め
の
保
育
園

の
増
設
、
特
養
ホ
ー
ム
の
建
設

な
ど
も
実
現
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

Ｈ
月
Ｈ

・
１２
日
の

「
い
い
介

護

の
日
」
で
は
中
央
社
保
協

・

全
労
連
と
共
に
電
話
相
談
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。

「特
養
に
入

れ
な
い
」

「私
の
介
護
も
限
界
」

な
ど
本
当
に
深
刻
な
相
談
が
続
々

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

・
万
・
千
人
が
参
加
し
た
４
・３集
会

来
年
の
通
常
国
会
に
法
案
を
出

そ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

「高

齢
者
の
医
療
給
付
の
１
割
を
保

険
料
に
す
る
」
と
い
う
点
や
保

険
料
の
負
担
を
緩
和
す
る
と
し

て
全
世
代
に
負
担
増
を
求
め
る

な
ど
今
の
高
齢
者
医
療
制
度

の

悪
い
部
分
を
引
き
継
ご
う
と
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
狙
い
は
、
公
費
の

支
出
の
抑
制
と
供
給
体
制
の
市

場
化
を
す
す
め
て
、
社
会
保
障

の
権
利
削
減
を
す
る
新
自
由
主

義

・
構
造
改
革
路
線
に
急
旋
回

さ
せ
る
も
の
で
す
。

重
大
な
の
は

「地
域
主
権
改

革
」
で
す
。
①
義
務
付

。
枠
付

の
見
直
し
、
②
基
礎
自
治
体

ヘ

の
権
限
移
譲
、
③

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
な
ど
国
の
出
先
機
関
の
廃
止
、

④

一
括
交
付
金
化
、
な
ど
で
自

治
体
に

「構
造
改
革
」
を
担
わ

せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
い

ま
大
阪
や
名
古
屋
が
旗
振
り
役

で
す
が
、
実
は
石
原
都
政
が
モ

デ
ル
な
ん
で
す
。
１２
年
間
も
こ

の
知
事
を
抱
え
て
き
た
わ
け
で

何
と
し
て
も
来
年
の
都
知
事
選

で
変
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

財
源
の
問
題
で
は
、
社
会
保

障
の
拡
充
を
口
実
に
法
人
税
の

減
税
と
セ
ッ
ト
で
消
費
税
の
増

税
を
狙

つ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

つ
い
て
も
石
原
知
事
は
４
回
定

例
都
議
会
で
増
税
肯
定
の
を
発

言
し
て
い
ま
す
。
と
ん
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
東
京
の
社
保
協
を

は
じ
め
と
す
る
運
動
の
役
割
が

一
層
重
要
に
な

っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
国
政
で
の
社
会

保
障
削
減
攻
撃
と
、
９９
年
に
誕

生
し
た
石
原
知
事
の

「何
が
贅

沢
か
Ｌ
い
え
ば
福
祉
」
と
１２
年

間
次
つ
ぎ
と
福
祉
の
切
り
捨
て
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機

者
が
全
国
で

一
番
多
い
、
保
育

所
待
機
児
も
年
々
増
加
す
る
な

ど
都
政
の
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
で
苦

し
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

今
年
の
夏
は
、
熱
中
症
や
孤

独
死
、
ク
ー
ラ
ー
が
あ

つ
て
も

電
気
代
が
不
安
で
使
え
な
い
な

ど
の
事
例
が
が
頻
発
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
い
ち
早
く
東
京
民
医

連
と
共
に
東
京
都
に
申
し
入
れ

を
し
ま
し
た
。
来
年
の
夏
も
視

野
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い

く
重
要
な
課
題
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
で
は
、
今

年
２
期
目
の
保
険
料
引
き
上
げ

が
さ
れ
ま
し
た
。
社
保
協
で
は

広
域
連
合
議
員
全
員

へ
の
値
上

げ
す
る
な
の
要
請
や
短
期
証
発

行
で
も

「発
行
す
る
な
」
の
取

い
ま
、
政
府
は
後
期
高
齢
者

医
療
の
新
制
度

へ
の
変
更
を
契

機
に
国
保
の
都
道
府
県
化
を
２

０
１
８
年
度
に
行
い
、
そ
の
後

は
医
療
保
険
の

一
元
化
も
狙

つ

て
い
ま
す
。

住
民
の
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
を

切
り
捨
て
る
こ
と
に
な
り
、
国

保
財
政

へ
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
も
で
き
な
く
な
り
、
更
な
る

保
険
料
の
引
き
上
げ
と
な
り
皆

保
険
制
度
の
崩
壊
で
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
即
時
廃
止
と
国

民
健
康
保
険
制
度
を
守
る
闘
い

は
ま
さ
に

一
体
の
も
の
で
す
。

ま
た
、
２３
区
は
来
年
度
か
ら
国

保
料
の
所
得
割
の
計
算
方
法
を

「住
民
税
方
式
」
か
ら

「旧
た

だ
し
書
き
方
式
」
に
変
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
地
域
か
ら
反

２
０
１
１
年
度
は
、
第
１
に

「
い
の
ち
を
救
う
緊
急
行
動
」

を
さ
ら
に
広
げ
る
こ
と
で
す
。

①
国
保
の
緊
急
改
善
、
②
子
ど

も
の
貧
困
を
な
く
す
、
③
高
齢

者
の
貧
困
の
解
決
、
④
権
利
と

し
て
の
生
活
保
護
の
確
立
、
⑤

継
続
的
な
相
談
活
動
、
⑥
解
雇

を
許
さ
ず
、
失
業
の
不
安
を
な

く
し
、
働
く
貧
困
層
の
解
消
な

ど
の
各
課
題
を
緊
急
行
動
と
し

て
す
す
め
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課

題
を
す
す
め
な
が
ら
、
通
常
国

会
、
い
つ
せ
い
地
方
選
挙
を
視

野
に
入
れ
て
社
会
保
障

の
後
退

を
許
さ
な
い
地
域
の
要
求
実
現

へ
の
最
大
の
運
動
を
展
開
し
て

い
き
ま
し
よ
う
。

1:51鐵蝙
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総
会
で
は
、
討
論
に
先
立

つ

て
、
①

「都
政
を
変
え
る
取

り
組
み
と

『
１２

・
‐４
集
会
』

の
参
加
訴
え
、
②

「
子
ど
も

の
貧
困
を
な
く
す
取
り
組
み
」
、

③

「介
護
保
険
改
定
と
た
た

か
い
に

つ
い
て
、
④

「後
期

高
齢
者
医
療
制
度
は
今
す
ぐ

廃
止
、
安
心
の
医
療
実
現
を

め
ざ
す
葛
飾

の
会

の
活
動
」

の
４
つ
の
特
別
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

高
畠
さ
ん

４
月
が
都

知
事
選
、
革

新
都
政

の
会

で
政
策
づ
く

り
な
ど
取
り

組
み
を
す
す

め
て
い
ま
す
。
様
々
な
活
動
を
通

じ
て
都
政
に

「物
申
す
」
団
体
が
、

自
分
た
ち
の
要
求
で
集
会
や
学
習
、

行
動
を
し
て
ま
す
。
都
内
各
分
野

の
運
動
が

一
堂
に
会
し
て
、
１２
月

‐４
日
に
集
会
を
持
と
う
と
準
備
を

す
す
め
て
い
ま
す
。
集
会
で
は
い

ま
東
京
が
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か

わ
か
る
よ
う
な
工
夫
も
考
え
て
い

ま
す
。
沖
縄
知
事
選
は
残
念
だ
っ
た
が
、

大
き
な
盛
り
上
が
り
で
選
挙
の
結

果
だ
け
で
な
く
、
運
動
が
す
す
む

と
思
い
ま
す
。
集
会
成
功

へ
都
段

階
で
意
思
統

一
を
す
す
め
て
い
ま

す
が
、
地
域
や
職
場
で

一
人

一
人

の
参
加
組
織
が
必
要
で
す
。
網
の

目
の
よ
う
に
参
加
者
を
募
り
、
集

会
を
成
功
さ
せ
て
知
事
選
に
向
け

て
運
動
を
広
げ
て
い
き
ま
し
よ
う
。

一５
一Ｎ
Ｍ
闊
鱚剛
聰
鱗
¨

一趨
蠅
躍
゛̈
性一一札
出一蹴即
日

岸
田
さ
ん

子
ど
も

の

貧
困
は
、
家

庭

の
貧

困
、

ρ
親
の
雇
用
の

問
題
で
す
。

義
務
教
育
は
無
償
で
あ
る
は
ず
な

の
に
実
際
に
は
大
変
お
金
が
か
か

り
ま
す
。
子
ど
も
の
貧
困
の
問
題

に
取
り
組
む
中
で
、
子
ど
も
を
含

め
て
家
庭
の
セ
イ
フ
テ
イ
ー
ネ

ッ

ト
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な

っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
、
教
育
の
現
場
だ
け

で
な
く
福
祉
、
社
会
保
障
と
連
携

し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
子
ど
も
を

貧
困
や
格
差
か
ら
守
れ
な
い
こ
と

を
痛
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。

連
絡
会
議
を
通
じ
て
様
々
な
人

た
ち

・
団
体
と

つ
な
が
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
の
貧
困
の

問
題
は
、
未
来
の
問
題
だ
か
ら
早

期
に
解
決
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。

貧
困

・
格
差
の
連
鎖
を
断
ち
切
る

た
め
の
政
策
、
支
援
を
強
め
る
こ

と
が
次
世
代
の
貧
困
問
題
を
解
決

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

３
月
に
は
社
保
協
主
催
で
貧
困

問
題
の
パ
ネ

ル
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
１０
月
に
は
集
会
を
も
ち
Ｎ
Ｈ

Ｋ
で
も
報
道
さ
れ
、
社
会
的
な
問

題
と
し
て
子
ど
も
の
貧
困
問
題
が

可
視
化
さ
れ
、　
マ
ス
コ
ミ
も
注
目

さ
れ
て
き
て
い
る
。
問
題
は
深
刻

だ
が
運
動
は
明
る
く
進
め
て
い
き

た
い
。
給
食
費
の

一
食
当
た
り
の

単
価
は
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
か
で

か
な
り
違
う
。
江
戸
川
区
で
は
他

区
よ
り
１
０
０
円
近
く
安
い
。
こ

れ
は
区
と
し
て
の
補
助
を
た
く
さ

ん
出
し
て
い
る
か
ら
で
、
政
策
と

し
て
行
政
と
し
て
取
り
組
め
ば
で

き
る
事
。
そ
の
他
、
家
庭
で
か
か

る
費
用
な
ど
も
調
査
。
ま
た
、
高

校
以
降
で
は
補
助
制
度
が
な
い
の

で
、
家
庭
の
経
済
状
況
が
直
接
、

子
ど
も
た
ち
の
進
学
や
進
路
に
影

響
す
る
。
貧
困
が
子
ど
も
の
学
歴

や
就
職
に
連
鎖
し
て
い
る
。
東
京

で
は
全
国
制
高
校

へ
の
進
学
が
９

割
を
切

っ
て
い
る
。
就
学
援
助
も

自
治
体
で
か
な
り
差
が
あ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
保
育
所
の
増

設
、
給
食
や
教
材
の
公
費
負
担
な

ど
の
要
求
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
都
知
事
選
に
向
け
て
政
策
提

言
し
て
い
き
た
い
。
今
困

っ
て
い

る
子
ど
も
た
ち
に
無
料
で
学
習
支

援
を
す
る
な
ど
具
体
的
な
運
動
も

進
め
て
い
き
た
い
。

「社
会
保

障
審
議
会
介

護
帰
漆
険
ヨ
火
ご

報
告
の
特
徴

は
、
今
ま
で

の
介
護
保
険
制
度
を
抜
本
か
ら
見

直
そ
う
と
し
、
単
身

。
重
度

の
要

介
護
者
に
対
応
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

整
備
す
る
と
し
、
新
た
に
２４
時
間

。

循
環
型
の
短
時
間
サ
ー
ビ
ス
を
創

設
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
問
題
は
、

短
時
間
１５
分
や
２０
分
単
位
を
基
本

に
す
る
こ
と
。
生
活
支
援
は
そ
ん

な
時
間
で
は
対
応
で
き
な
い
、
お

む

つ
交
換
や
体
の
移
動
な
ど
身
体

介
護
を
中
心
と
し
て
も
の
に
転
換

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
　

ま
た
、

介
護
労
働
者
に
よ
る
吸
引

・
吸
痰

な
ど
の
医
療
行
為
も
認
め
る
と
し

て
い
る
。
生
活
支
援
は
ど
う
な
る

中
村
さ
ん

の
か
、
要
支
援
な
ど
軽
度

の
要
介

護
の
方

へ
は

「効
率
化
」

「効
果

の
向
上
」
を
検
討
す
る
と
し
て
い

る
。
今
後
重
度
化
の
防
止
、
本
人

の
自
立
支
援
の
観
点
か
ら
給
付
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
と
し
て
い
ま

す
。自
治
体
が
行
う
地
域
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
と
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

一
体
化
す

る
と
し
、
地
域
支
援
事
業
に
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
、
団
体
な
ど
を

活
用
し
た
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が

可
能
に
な
り
、
将
来
介
護
保
険
か

ら
生
活
支
援
を
外
し
た
時
の
受
け

皿
を

つ
く
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

訪
問
介
護
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
組
み
合
わ
せ
て
、
中
度
以
上

の
方
で
も
特
養
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

所
す
る
の
で
な
く

「住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と

を
可
能
と
す
る
」
と
し
て
居
宅
介

護
の
限
界
点
を
高
め
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
在
宅
誘
導
に
力
点
を
置

い
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
し
て

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
利
用
者
負
担

の
検

討
も
し
て
い
る
。
介
護
労
働
者
の

人
材
確
保
で
は
、
処
遇
改
善
交
付

金
を
廃
止
し
て
、
介
護
報
酬
に
盛

り
込
む
と
い
つ
て
い
る
。
そ
う
な

れ
ば
保
険
料
に
跳
ね
返
る
。
し
か

し
、
そ
の
分
を
人
件
費
に

つ
か
う

と
い
う
歯
止
め
が
な
け
れ
ば
介
護
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事
業
費
に
回
さ
れ
て
し
ま
う
懸
念

も
あ
る
。

「給
付
と
負
担
の
バ
ラ

ン
ス
」
と
し
て
６５
歳
以
上
の

一
号

被
保
険
者
の
保
険
料
が
５
千
円
以

上
と
い
う
金
額
も
出
て
い
る
。
６４

歳
ま
で
の
２
号
被
保
険
者

の
保
険

料
も
総
報
酬
制
を
導
入
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
給
付
の
見
直
し
で
は

年
収
３
２
０
万
円
以
上
の
方
の
利

用
料
を
２
割
に
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
特
養
ホ
ー
ム
の
二
人

部
屋
な
ど
の
住
居
費
を
保
険
給
付

か
ら
外
す
な
ど
も
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。
２
０
１
２
年
の
改
定
だ
け
で
な

く
、
高
齢
者
が
ピ
ー
ク
に
達
す
る

２
０
２
５
年
に
む
け
て
、
介
護
制

度
全
体

の
見
直
し
が
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
我

々
も
そ
の
こ
と
を

見
据
え
た
運
動
が
必
要
。
後
期
高

齢
者
医
療
、
国
保
、
介
護
は

一
体

の
も
の
と
し
て
い
っ
せ
い
地
方
選

挙
で
も
争
点
に
押
し
上
げ
る
運
動

を

つ
く

っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

「後
期
高

齢
者
医
療
制

度
は
今
す
ぐ

廃
止
、
安
心

の
医
療
実
現
を
め
ざ
す
葛
飾
の
会
」

を
３
月
に
結
成
し
ま
し
た
。

０９
年
１２
月
の
葛
飾
社
保
協
総
会

で
今
す
ぐ
廃
止
さ
せ
よ
う
と
の
意

見
が
多
数
だ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
意
見
を
受
け
、
後
期
医
療
制

度
廃
止
に
絞

っ
た
運
動
体
を
立
ち

上
げ
よ
う
と
決
め
ら
れ
、
１
月
に

は
社
保
協
加
盟
団
体
に
呼
び
か
け

２５
人
で
懇
談
会
、
２
月
に
２７
団
体

４７
人
が
参
加
し
て
準
備
会
を
結
成

し
ま
し
た
。

結
成
集
会
に
向
け
て
区
内
す
ベ

て
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
申
し
入
れ
す

る
な
ど
幅
広
い
取
り
組
み
で
、
３

月
に
３４
団
体
１
０
２
人
の
参
加
で

結
成
集
会
。
総
会
で
は
、

「
い
の

ち
の
山
河
」
監
督

の
大
澤
豊
監
督

と
中
央
社
保
協
代
表
の
吉
田
万
三

先
生
の
記
念
ト
ー
ク
を
行
い
ま
し

た
。
大
澤
監
督
は

「
い
の
ち
の
山

河
は

『
ま
る
で
年
寄
り
は
い
ら
な

い
と
い
う
よ
う
な
後
期
高
齢
者
医

療
制
度

へ
の
怒
り
』
か
ら

つ
く

つ

た
」
、
吉
田
先
生
は
足
立
区
長
時

代
の
経
験
か
ら

「首
長
と
は
船
の

舶
先
、
船
を
動
か
す
の
は
住
民
、

だ
か
ら
首
長
と
住
民
が
力
を
合
わ

せ
て
船
を
動
か
さ
な
く
て
は
な
ら

な
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

会
で
は
、

「
４

・
３
大
集
会
」

へ
の
参
加
に
取
り
組
み
、
当
日
は

バ
ス
２
台
を
含
め
て
葛
飾
か
ら
２

５
０
人
を
超
え
る
参
加
を
勝
ち
取

り
ま
し
た
。
ま
た
、
結
成
集
会
で

出
さ
れ
た
区
民
集
会
の
開
催
に
つ

い
て
も
、
６
月
２３
日
に
区
民
集
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
い
っ
ぱ

い
の
３
５
０
人
で
成
功
さ
せ
ま
し

た
。
　

事
務
局
会
議
は
月
２
回
開

き
、
集
会
や
学
習
会
の
準
備
を
す

す
め
て
き
ま
し
た
。
国
保

。
新
た

な
高
齢
者
医
療
制
度
の
学
習
会
を

２
回
開
催
、
８
月

。
１‐
月
に
は
区

の
国
保
年
金
課
長
と
懇
談
も
持
ち

ま
し
た
。
独
自
の
の
ぼ
り
旗
も

つ

く
り
宣
伝
行
動
に
も
力
を
い
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
間
の
行
動
の
中
で
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
廃
上
の

運
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、

「安
心
の

医
療
を
め
ざ
す
」
運
動

へ
と
会
の

取
り
組
み
も
発
展
し
て
い
ま
す
。

社会保障 『構造改革路線Jも 許 さず、守む しこf■み 9売 Ctら れる東京へ、
地域ガ弓 00ち 0く らし・ 雇nt守 る運動も広げましょう J
貧困と格差の広がり、相次ぐ社会保障の切り捨てで、今ほど都民のいのち・くらし。

雇用が不安にさらされているときはありません。

保育園に入れない待機児8,435人、特別養護老人ホームの待機者43,746人に象徴される

ように、東京は12年間の石原都政の元で子育てから老後まで安心して過0せない街になつ

ています。

民主党政権は、自公政権以来の地方分権改革の名を変えた「地域主権戦略大綱」を決

定し自治体を「構造改革」の担い手にしようとしています。菅首相は「強い経済、強い

財政、強い社会保障」を掲げ、大企業減税と大金持ち優遇税制と引き換えに消費税増税

と社会保障の市場化をすすめ、国民へさらに痛みを押し付けようとしています。このよ

うなことは、憲法25条や国民のいのちとくらしを守る立場からとても許されることでは

ありません。

2011年通常国会は、後期高齢者医療制度に代わる「新制度」、介護保険改定、子ども。

子育て新システム、障害者自立支援法改定などが上程され「社会保障国会」となります。

また、来年度からの国民健康保険料 (税)の引き上げが強行されようとしています。
東京23区は、公営国保の保険料算定方式を変えて低所得層や障害者世帯への負担増、多

摩地域は現在8地域で国保料 (税)の引き上げが検討されています。住民不在の重大な制
度変更や引き上げは許せません。すべての地域で首長や議会への働きかけを早急にすす

め、現状を住民に知らせ、これ以上の保険料 (税)弓 |き上げをやめさせましょう。

私たちは、地域から要求を東ね、たたかいを積み上げてきました。地域での相談活動

や粘り強く要求を実現する運動を広げてきました。来年は、東京都知事選挙といつせい

地方選挙の年です。安心してこの街で住み続けたい、いのち・くらし・雇用を守る要求

実現の絶好のチャンスです。いつそう組織と地域に根差した運動を大きく広げ、憲法9

条。25条 026条が活かされる東京へ変えましょう。

以上、決議します。

2010年 12月 2日 東京社会保障推進協議会第41回総会
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‐２
月
５
日
の
日
曜
日
、
船

堀
駅
北
口

（２４
件
）
と
ク
ワ
ー

ホ
ー

ル
船
堀

（
４３
件
）

で

「な
ん
で
も
相
談
会
」
を
開

催
し
、
船
堀
駅
北

口
相
談
会

場
で
は
血
圧
測
定
を
中
心
と

し
た
健
康
相
談
も
お
こ
な
い

ま
し
た
。

「な
ん
で
も
相
談
会
」
を

成
功
さ
せ
よ
う
と
２
万
枚
の

チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
船
堀
地

域

の
読
売

・
朝
日
新
間
全
世

帯
折
り
込
み
、
船
堀
地
域
の

12月 1日 。2011年 1月 1日 合併号 東京社保協ニュース

蜆 鶉 晏膚::|

都
営
住
宅
全
世
帯

へ
の
ポ

ス

テ
イ
ン
グ
な
ど
大
量
の
宣
伝

を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

相
談
は
、
医
療

・
介
護
３５

件
、
生
活
保
護
７
件
、
労
働

６
件
、
年
金
６
件
、
税
金

・

経
営
１
件
、
交
通
事
故
３
件
、

法
律
３
件
と
多
岐
に
わ
た
り

ま
し
た
。

参
加
者
は
１８
団
体
か
ら
相

談
員
２８
人
、
要
員
４６
人
の
７４

人
が
参
加
し
奮
闘
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
取
り
組
み
で
し

た
が
、
各
団
体
の
奮
闘
で
大

き
く
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

（江
戸
川
社
保

協

ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）

饒
蜃
厠

渋
谷
区
で
は
生
活
保
護

世
帯
が
２
３
０
０
世
帯
を
突

破
し
、
就
学
援
助
金
を
受
け

る
世
帯
は
、
中
学
生
の
い
る

世
帯
の
３
割
を
超
え
る
な
ど

貧
困
と
格
差
が
広
が

っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
区
民
の
く
ら

し
は
危
機
的
な
事
態
で
、
区

財
政
も
厳
し
い
と
し
な
が
ら
、

桑
原
区
長
は
４
０
４
億
円
の

施
設
整
備
計
画
は
最
優
先
さ

せ
る
と
い
う
、
区
民
の
願
い

に
背
を
向
け
る
区
政
を
と
り

続
け
て
い
ま
す
。

渋
谷
社
保
協
は
Ｈ
月
の
第

４
回
定
例
区
議
会
に

「国
民

健
康
保
険
事
業
制
度
改
善
を

国
に
も
と
め
る
」
請
願
を
、

区
議
会
各
会
派
の
意
見
も
反

映
さ
せ
、
必
ず
採
択
さ
せ
る

意
気
込
み
で
４４
団
体
を
代
表

し
、
再
度
提
出
し
ま
し
た
。

失
業
率
の
高
止
ま
り
、
収

入
減
少
の
な
か
で
渋
谷
区
で

も
国
保
料
未
納
世
帯
が
３
割

に
の
ば
る
な
ど
、
区
民
の
生

活
苦
の
実
態
を
、
正
面
切

っ

て
否
定
す
る
会
派
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、

「国
保
は
助
け
合

い
で
し
ょ
」

「
こ
の
財
源
を

消
費
税
か
ら
で
な
く
、
法
人

税
ア
ツ
プ
や
軍
事
費
削
減
か

ら
と
言
わ
れ
る
と
ね
え
」
な

ど
、
社
会
保
障
に
対
す
る
思

想
の
違
い
は
明
ら
か
で
し
た
。

残
念
な
が
ら
こ
の
請
願
を

採
択
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
、　
一
方
で
私

た
ち
が
要
求
し
て
い
た
小
児

用
肺
炎
球
菌

。
ヒ
ブ

。
子
宮

頸
が
ん
予
防
の
ワ
ク
チ
ン
３

種
全
額
助
成

（来
年
２
月
ょ

り
）
が
、
２３
区
は
じ
め
て
実

施
さ
れ
る
な
ど
前
進
面
も
あ

り
ま
し
た
。
来
年
の

「社
会

保
障
国
会
」
に
向
け
て
地
域

草
の
根
の
活
動
が
な
お
い
つ

そ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。

（渋
谷

社
保
協
事
務
局
長
　
新
井
潔
）

黎
肉
訃

「
３
日
間
、
食
事
を
し
て

い
な
い
」

「
１
カ
月
前
か
ら

ホ
ー
ム
レ
ス
」
―
。
労
働
や

生
活
な
ど
の
問
題
を
解
決
し

よ
う
と
東
京
都
豊
島
区
内
で

‐２
月
１５
日
、

「池
袋
派
遣
村
」

が
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
豊
島
区

労
協
、
新
婦
人
、
東
京
土
建
、

民
主
商
工
会
、
守
る
会
な
ど

豊
島
社
保
協
に
加
盟
す
る
団

体
と
城
北
法
律
事
務
所
な
ど

が
実
施
し
ま
し
た
。

準
備
段
階
で
は
、
駅
前
な

ど
で
の
チ
ラ
シ
配
布
に
加
え
、

駅
周
辺
や
講
演
な
ど
で
路
上

生
活
し
て
い
る
人
た
ち
に
も

チ
ラ
シ
を
手
渡
し
て
対
話
し
、

お
誘
い
も
し
て
き
ま
し
た
。

会
場
の
生
活
産
業
プ
ラ
ザ

に
は
、
相
談

の
机
が
並
べ
ら

れ
、
炊
き
出
し
の
お
に
ぎ
り

を
用
意
、
衣
服
や

コ
ー
ト
な

ど
が
無
料
で
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

こ
の
日
は
１５
人
が
相
談

ゴ饂彗躊難碧繹釉1鞣孟
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に
訪
れ
、
６
人
が
生
活
保
護

を
申
請
し
ま
し
た
。

「東
海
地
方
の
会
社
で
パ

ワ

ハ
ラ
に
あ
い
、
今
月
か
ら

病
体
に
入

っ
て
い
る
」
と
相

談
に
訪
れ
た
３０
代
の
男
性
は
、

「
ク
レ
ー
ン
の
免
許
が
な
い

の
に
運
転
さ
せ
ら
れ
、
そ
れ

が
で
き
な
い
と
い
や
が
ら
せ

を
さ
れ
た
」
と
話
し
、

「組

合
の
人
に
相
談
で
き
て
よ
か
っ

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

「派
遣
元
の
会
社
が
倒
産

し
、
派
遣
元
が
保
証
人
に
な

っ

て
い
た
ア
パ
ー
ト
を
追

い
出

さ
れ
た
」
と
い
う
６７
歳

の
男

性
は
Ｈ
月
か
ら
池
袋
駅
で
寝

泊
ま
り
し
て
い
る
と
い
い
ま

す
。

「高
齢
で
保
証
人
も
い

な
い
の
で
、
ア
パ
ー
ト
が
借

り
ら
れ
な
い
」
と
話
し
、
地

元
の
不
動
産
業
者
に
相
談
し

て
い
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
事
務
局
長
の

大
山
勇

一
弁
護
士
は

「働
き

た
い
が
仕
事
が
な
い
と
い
う

相
談
が
多
く
、
政
府

の
責
任

で
、
仕
事
づ
く
り
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
劣

悪
な
住
宅
環
境
に
お
か
れ
て

い
る
人
が
多
く
、
都
や
区
が

借
り
上
げ
る
な
ど
の
対
策
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
今
年
は
、

『
公
設
派
遣
村
』
が
行
わ
れ

な
い
た
め
、
草
の
根
で
継
続

的
に
取
り
組
ま
な
い
と
い
け

な

い
」
と
語
り
ま

し
た
。

（豊
島
区
労
協
よ
り
）

玄
Щ
社
偲
協

‐２
月
２３
日
に
、
立
川
駅
北

国
の

「
フ
ア
ー
レ
立
川
、
憩

い
の
広
場
」
で
立
川
な
ん
で

も
相
談
村
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
健
生
会

が
呼
び
か
け
、
市
内
の
労
働

組
合

（立
川
労
連
や
東
京
土

建
多
摩
西
部
支
部
、
年
金
立

川
な
ど
）
や
法
律
事
務
所
、

生
活
と
健
康
を
守
る
会
、
新

婦
人
立
川
、
日
本
共
産
党
な

ど
‐２
団
体
が

「立
川
な
ん
で

も
相
談
村
」
実
行
委
員
会
を

作

っ
て
準
備
を
進
め
て
き
た

も
の
で
す
。

当
日
ま
で
に
、
立
川
駅
頭

で
の
宣
伝
や
駅
周
辺

。
公
園

。

ネ

ッ
ト
カ
フ

ェ
。
パ
チ
ン
コ

店
や
図
書
館
な
ど
を
回

っ
て

使
い
捨
て
カ
イ

ロ
や
チ
ラ
シ

を
渡
し
て
声
か
け
を
行
う
等

の
取
り
組
み
を
行

っ
て
き
ま

し
た
。
相
談
会
に
は
、
８０
人
を
超

え
る
人
が
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と

し
て
参
加
し
、
４２
人
が
相
談

を
う
け
ま
し
た
。
こ
の
中
に

は
、
駅
周
辺
の
公
園
や
多
摩

川
の
橋
の
下
な
ど
で
路
上
生

活
を
し
て
き
た
人
、
昼
は
図

書
館
や
公
園
で
過
ご
し
、
夜

は
駅
周
辺
で
雨
露
を
し
の
い

で
き
た
人
、
前
日
チ
ラ
シ
を

も
ら
い
行
こ
う
と
思

つ
た
け

ど
足
が
動
か
な
か

っ
た
と
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
の
車
に
乗

っ
て

相
談
村
に
到
着
し
た
人
、
朝

か
ら
何
も
食
べ
て
い
な
い
と

い
う
人
も
お
り
、
実
行
委
員

会
が
用
意
し
た
豚
汁
や
お
に

ぎ
り
を
美
味
し
そ
う
に
食
ベ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
衣
類

や
毛
布
の
提
供
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
相
談
に
は
、
地
元
の
弁
護

士
や
医
師

・
歯
科
医
師
を
は

じ
め
各
分
野
の
専
門
家
が
生

活
の
問
題
や
仕
事
、
健
康
、

法
律
、
住
宅
な
ど
の
様

々
な

相
談
や
悩
み
に
無
料
で
対
応

し
ま
し
た
。

生
活
保
護
を
申
請
す
る
こ

と
に
な

っ
た
方
で
緊
急

の
宿

泊
が
必
要
に
な

つ
た
方
に
は

「カ
プ
セ
ル
ホ
テ
ル
」
な
ど

で
１
泊
し
て
も
ら
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

翌
２４
日
、
立
川
市
役
所
に

集
団
で
７
人
が
生
保
申
請
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
内
、
４

人
が
生
保
を
取
得
し
１
人
が

そ
の
後
入
院
と
な
り
ま
し
た
。

（健
生
会

ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）

園
薗
鰺

日
野
市
社
会
保
障
推
進
協

議
会

の
よ
び
か
け
で
、
１２
月

９
日
、
７
団
体
、
２‐
人
の
参

加
で
、

「新
高
齢
者
医
療
制

度
と
国
保
税
の
値
上
げ
に
反

対
す

る
日
野
市

民

の
会
」

（仮
称
）
が
結
成
さ
れ
ま
し

た
。結
成
集
会
で
は
、
東
京
社

保
協

の
前
沢
淑
子
事
務
局
長

が

「新
高
齢
者
医
療
制
度
」

に

つ
い
て
講
演
。
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
重
大
な
問
題

点
を
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、

国
保
の
広
域
化
を
狙
う
新
医

療
制
度
の
問
題
点
を
解
明
し
、

運
動

の
強
化
を
よ
び
か
け
ま

し
た
。
日
本
共
産
党
市
議
団

が
日
野
市

の
国
保
の
動
き
を

報
告
し
ま
し
た
。

日
野
市
で
は
、
１
月
予
定

の

「国
保
運
営
協
議
会
」
で

即
日
、
国
保
税
値
上
げ

の
答

申
が
ま
と
め
ら
れ
、
３
月
市

議
会
に
値
上
げ
案
が
提
出
さ

れ
か
ね
な

い
緊
迫
し
た
情
勢

で
す
。

「市
民
の
会
」
は
１

月
１３
日
に
代
表
者
会
議
を
開

催
し
、
年
明
け
早
々
か
ら
宣

伝

・
署
名
行
動
な
ど
に
打

つ

て
出
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

（市
民
の
会
事
務
局

・
橋
本

輝
夫
）
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